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安心を守る！
地域の安全と

第４回消防操法大会開催！
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コ
連
協
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

来
原
コ
連
協
会
長

秋
　
國
　
　
満

　

来
原
地
域
の
住
民
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
、

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
今
年
の
コ
連
協
の
総
会
に
於
い
て
、

第
五
代
の
コ
連
協
会
長
と
い
う
大
役
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
秋
國
満
と
申
し
ま
す
。

　

長
年
、
来
原
地
域
を
引
っ
張
っ
て
来
て
頂

い
た
平
野
前
会
長
に
は
、
長
い
間
本
当
に
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
来
原
地
域
は
他
の
地
域
同
様
の
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

児
童
数
減
少
に
よ
る
来
原
小
学
校
の
統
合

問
題
、高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の
増
加
、空
き

家
の
増
加
、
人
口
減
少
に
よ
る
限
界
集
落
の

問
題
、
若
者
定
住
の
問
題
等
身
近
な
事
ば
か

り
で
す
。
コ
連
協
と
し
て
何
が
出
来
る
の
か

役
員
一
同
話
し
合
っ
て
一
歩
前
に
進
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
住
民
の
皆
様
に
「
来
原
に
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
様
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
連
協
の
活
動
資
金
で
あ
る
市
よ
り
の
助

成
金
等
も
今
年
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
大
変
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
質
を
落
と
さ
ず
、
今

ま
で
同
様
の
活
動
が
で
き
る
様
に
、
役
員
一

同
知
恵
を
出
し
合
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
も
コ
連
協
の
行
事
等
に
は
、

積
極
的
に
参
加
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、暑
さ
厳
し
い
折
、

お
身
体
に
は
十
分
気
を
つ
け
ら
れ
ま
す
様
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

コ
連
協
の
役
員
も
、
今
後
の
行
事
等
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

副
会
長
と
し
て
２
期
目
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
役
員
交
替
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
受
け
継
ぎ
つ
つ
新
し
い
風
も
入
れ
て
い
か
ね

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
コ
連
協

の
活
動
に
様
々
な
形
で
ご
参
加
頂
き
、
誇
り
を

持
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を
一
緒
に
創
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

副
会
長

藤 

田 

康 

子 

さ
ん

副
会
長

亀 

井 

　 

聖 

さ
ん

副
会
長

猪 

掛 

公 

詩 

さ
ん

新
体
制
に
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

昨
年
度
ま
で
、
コ
連
協
副
会
長
を
務
め
て
お

ら
れ
ま
し
た
秋
國
満
さ
ん
が
、
今
年
度
、
コ
連

協
会
長
に
就
か
れ
ま
し
た
の
で
、
同
副
会
長
に

私
が
就
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
力
不
足
で
は

あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
お
役
に
立
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

副
会
長
を
引
き
受
け
、
責
任
の
重
さ
に
戸
惑

い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
会
長
、
副
会
長

の
指
導
の
も
と
、
稔
り
の
あ
る
来
原
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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おいしいね ～げんきな身体と心を～
　くるはら保育園では、菜園活動をもとに食育に向け
ての取り組みを行っています。一年一年の積み重ねか
ら、野菜のおいしさを感じるようになった子どもたち
です。春に収穫したそら豆は、ホイルの包み焼で食べ
ました。その際、さやのふわふわのわたげ部分も「あま

～い！」と喜んで味わい、自然の味を堪能していました。
　さて、今年度も５月に“なかよし会”の皆様に手伝っていただきながら、スイカ、メロン、トマト、ナ
ス、ピーマン、パプリカ、キュウリ、サツマイモなど夏野菜をたくさん植えることができました。子ど
もたちは、この野菜を使って夏野菜カレーをクッキングすることをとても楽しみにしています。
　６月には、梅ジュース作り、7月は紫蘇ジュース、しばもち作り、8月はカレークッキング、10月
は干し柿、11月は焼き芋、12月は芋汁クッキング、
1月は餅つき、干し大根作りをはじめ、年長組は毎
月お誕生会の日に、手作りおやつを作っています。
　このような食育活動を通し、１、健康な身体づくり
２、やってみようとする意欲　３、感謝の気持ち　を
育てていきたいと思います。
　このような活動ができるのも来原地域の皆様の
ご支援、ご協力のおかげと感謝しております。ど
うぞ今後ともよろしくお願いいたします。

　

毎
年
、県
内
の
五
年
生
が
実
施
し
て
い
る「
基
礎
・
基

本
定
着
状
況
調
査
」の「
児
童
質
問
紙
」に
、「
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
の
こ
と
が
好
き
で
す
」
と
い
う
項
目
が

あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
度
の
県
平
均
は
、「
Ａ
よ
く

あ
て
は
ま
る
、
Ｂ
や
や
、
Ｃ
あ
ま
り
、
Ｄ
ま
っ
た
く
」の

順
に
68
％
、23
％
、７
％
、２
％
で
し
た
。

　

で
は
、来
原
小
学
校
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

平
成
二
十
七
年
度
ま
で
は
、
県
平
均
に
近
い
数
字
で

し
た
が
、平
成
二
十
八
年
度
は
Ａ
か
ら
順
に
73
、27
、０
、

０
。
今
年
度
は
78
、22
、０
、０
で
し
た
。

　

つ
ま
り
、
来
原
小
学
校
の
子
供
は
こ
の
来
原
地
域
に
、

県
内
の
ど
こ
に
も
負
け
な
い
く
ら
い
の
自
信
と
愛
情
を

持
っ
て
い
る
の
で
す
。
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、「
安
芸
高
田
協
育
」
の
基
本
理
念
で

あ
る「
故
郷（
ふ
る
さ
と
）を
想
い
　
夢
と
志
に
向
け
て

と
も
に
学
び
続
け
る
人
づ
く
り
」
に
邁
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

魅 せ る ！ 　 来 原 魂  !!

来
原
が
好
き
で
す
か
？

安
芸
高
田
市
立

　
　

来
原
小
学
校
長

高
　
坂
　
広
　
昭
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福祉バザーの
報告

文化部長　上　野　一　彦

　福祉部では、女性部と民生委員・児童委員で今年も「福祉バザー」を開き
ました。
　みなさんからたくさんの生活用品等を提供していただきました。
　売上金額は、46,940円でした。福祉基金へ繰り入れて、春と秋の福祉弁
当資金に活用させていただきます。皆さんのご協力に感謝いたします。

来原さんばい祭りを終えて
　

第
39
回
来
原
さ
ん
ば
い
祭
り
も

地
域
の
皆
様
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
の

出
演
団
体
の
方
々
、
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
原
コ
連
協
の
役
員
の
方
、
ま

た
関
係
者
各
位
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
の
と
こ
ろ
で
責
任
を
全
う

し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
祭
り
が
盛

会
に
で
き
ま
し
た
こ
と
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
、
来
原
コ
連
協
も
役
員
改

選
に
よ
り
、
四
月
よ
り
秋
國
満
新

会
長
を
始
め
、
新
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

年
間
の
行
事
活
動
計
画
を
た

て
、
い
か
に
実
行
し
て
い
く
か
役

員
一
同
心
を
一
つ
に
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
年
間
行
事
を
行
う
に

当
た
り
行
政
も
財
政
厳
し
く
助
成

も
減
り
、
縮
小
緊
縮
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
皆
様
方

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
一
人

一
人
の
智
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
乗
り
越
え
頑
張
っ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
指

導
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
承
り
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
39
回来

原

く 

る

　は 

ら
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高
宮
春
風
館
　
館
長
　
田
中
　
道
俊

　

安
芸
高
田
市
消
防
団
の
第
４
回
消
防

操
法
大
会
が
、
６
月
18
日（
日
）に
消
防

ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
６
町
の
方
面
隊
か
ら
各
１
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
高
宮
方
面
隊
か
ら
は
第

１
分
団（
原
田
）、
第
２
分
団（
来
女
木
）

の
合
同
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

１
チ
ー
ム
５
人
で
小
型
ポ
ン
プ
と

ホ
ー
ス
３
本
の
連
結
等
を
行
い
、
火
点

の
放
水
ま
で
の
速
さ
と
規
律
を
競
う
も

の
で
、
選
手
は
、
４
月
か
ら
週
２
〜
３

回
の
練
習
を
重
ね
、
30
回
に
わ
た
る
厳

し
い
練
習
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
庄
勇
二
さ
ん
が
全
選
手

第４回消防操法大会が開催されました
を
代
表
し
て
選
手
宣
誓
を
行
い
、
高
宮
方
面
隊
チ
ー
ム
は
ト
ッ
プ
で

出
場
し
、練
習
の
成
果
を
出
し
切
り
、素
晴
ら
し
い
操
法
を
披
露
し
、

３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
尚
、
優
勝
し
た
甲
田

方
面
隊
は
、９
月
２
日
の
県
消
防
操
法
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　

ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

【選手】
指揮者：山縣　武司さん（第１分団）
１番員：南　　昌宏さん（第２分団）
２番員：猪掛　真詩さん（第１分団）
３番員：遠野　豪紀さん（第１分団）
補助員：新庄　勇二さん（第２分団）

　

高
宮
春
風
館
は
、
平
成
17
年
に
発
足
し

今
年
で
12
年
目
を
迎
え
、
来
女
木
剣
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｏ
Ｂ
会
「
春
霜
会
」
の
指

導
の
も
と
、
現
在
は
幼
児
か
ら
中
学
生
ま

で
17
名
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
、
来
女
木
公
民
館
で
週
３
回
、

約
２
時
間
稽
古
を
行
な
い
、
週
末
に
は
県

内
の
大
会
へ
参
加
や
、
他
の
道
場
と
合
同

稽
古
、
級（
段
）取
得
審
査
に
も
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
卒
業

生
を
送
る
会
な
ど
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
は
、
剣
道
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
「
剣
道
体

験
会
」
を
初
め
て
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
体
験
会

を
き
っ
か
け
に
３
名
の

子
ど
も
さ
ん
が
新
た
に

春
風
館
に
加
入
し
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
て
、
７
月
に
東
京
武

道
館
で
行
な
わ
れ
た
全

国
道
場
少
年
剣
道
大
会

出
場
の
際
に
は
、
立
派
な

横
断
幕
を
作
成
し
て
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
２
年
ぶ
り

に
小
学
生
と
中
学
生
揃
っ
て
の
出
場
と
な

り
ま
し
た
。
結
果
は
、
小
学
生
は
残
念
な

が
ら
３
回
戦
敗
退
で
し
た
が
、
中
学
生
は

予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
第
14
試
合
会
場
第

３
位
と
な
り
、
出
場
４
２
４
チ
ー
ム
中
ベ

ス
ト
64
と
い
う
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
皆
様
の

応
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
自
身
の
持
て
る

力
を
め
い
っ
ぱ
い
発
揮
で
き
た
結
果
で
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

春
風
館
　
館
長

　
　
　
　
主
将

田
中
道
俊

清
水
叶
都

高
宮
春
風
館  

地
域
の
育
み
と
と
も
に
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世帯数

490世帯

65歳以上のみ　220世帯

独　　居 120世帯

２人世帯 95世帯

３人世帯 5世帯

４人世帯 0世帯

年　　代 人　数（％）

人口

1,153人

高齢者人口（65歳以上） 488人（42.3%）

生産年齢人口（15～64歳） 544人（47.2%）

幼年〈年少〉人口（0～14歳） 121人（10.5%）

私たちの住む来原地区の人口状況

※塔が峰行政区を除く。外国人を含めた平成29年4月1日現在の人口

【図1】人口ピラミッド　  （平成29年4月1日）

【表1】高齢者の世帯状況 【表2】年代別人口

【図２】

　来原地区の人口の推移を平成24年と29年の人口ピラミッドの比較から、そして現在の人口状況等を
ご紹介します。
　表１と表２のように、平成29年4月１日現在、世帯数は490世帯、人口は1,153人、高齢化率42.3%で
す。490世帯のうち約45％を占めるのが65歳以上の世帯、そのうち55%が一人暮らし、残る45%のほ
とんどが２人暮らしです。
　表２の年代別人口比を円グラフにしたのが、図２です。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　図１の平成24年と平成29年の人口ピラミッドは、ピラミッド型とは縁遠く、どちらも瓢

ひょうたん
箪を逆さにし

た形ですが、平成29年になると、特に瓢箪の括
くび

れた部分が目立ちます。この括れは、社会人となって地
域外に出ていく年代25〜30歳台に当たります。
　また、図3の棒グラフでは、65〜69歳のいわゆる団塊の世代の人口が突出し、地域の大きな力となっ
ているのがわかります。
　５年後、10年後の来原地区をどう描くのか、今だからこそ、皆様とともに描き上げていきましょう。
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【図3】高宮町来原地区年齢別男女別人口グラフ
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去
る
４
月
22
日
来
原
コ
連
協
役
員
改
選
を
伴
う
総
会
に
於
い

て
新
し
い
執
行
体
制
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

私
事　

前
会
長　

故 

木
下
辰
男
氏
か
ら
引
き
継
い
で
19
年

間
会
長
と
し
て
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
ご
協
力
ご

指
導
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
先
ず
も
っ
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
が
来
原
コ
連
協
と
直
接
関
わ
り
を
持
っ
た
の
は
、
昭
和
50

年
代
来
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
時
・
昭
和
52
年
の
来
原
小
学
校

創
立
１
０
０
周
年
行
事
・
昭
和
54
年
現
来
原
小
学
校
体
育
館
建

設
協
力
委
員
会
で
、
地
域
の
皆
様
に
大
変
な
協
力
を
頂
い
た
時

よ
り
が
始
ま
り
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、平
成
10
年
３
月
農
水
相
を
定
年
リ
タ
イ
ヤ
し
た
時
、

来
原
コ
連
協
誕
生
20
年
の
節
目
の
役
員
改
選
で
会
長
と
い
う
大

き
な
荷
物
を
背
負
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
様
方
の
あ
た
た
か

い
ご
指
導
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
振
興
の
基
本
と
も
言

わ
れ
る
住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
19
年
間
で
し
た
。

　

そ
の
間
、
来
原
コ
連
協
と
し
て
の
取
り
組
み
・
た
か
み
や
大

地
の
祭
り
・
た
か
み
や
湯
の
森
誕
生
と
そ
の
運
営
・
平
成
の
大

合
併
に
伴
う
安
芸
高
田
市
の
誕
生
と
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
・
公

共
交
通
協
議
会
へ
の
関
わ

り
等
々
の
な
か
で
、
多
く
の

人
々
と
の
出
会
い
が
私
に

と
っ
て
は
大
き
な
財
産
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
す
べ
て
地
域
の

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
と
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

今
後
は
秋
國
新
会
長
を
中

心
に
一
層
躍
進
す
る
こ
と
を

祈
念
申
し
上
げ
、
お
礼
と
い

た
し
ま
す
。

平
野 

前
会
長  

お
疲
れ
様
で
し
た

2017年度　来原地区コミュニティづくり連絡協議会役員名簿
行政区名 推進委員 女性部連絡員 色別理事 顧　問 執行部

原

田

赤

すだれ 20 山縣　和幸 丸田　紀子 富田　由美子 中川　雅彦 顧 問

〃

〃

秋田　雅朝 会　長 秋國　　満

切　田 8 末田　邦雄 末田　輝美 荒川　　裕 塚本　　近 副会長 猪掛　公詩

深　渡 11 新田　義明 新出　幸子 末田　輝美 山根　温子 副会長 亀井　　聖

中　原 8 田村　幸則 小早川真由美 小早川真由美 〃 高坂　広昭 副会長 藤田　康子

上沖城 18 河内　真二 荒川　知子 池本　貞子 〃 平野　弘則 総務部長 岩崎　　猛

緑

下沖城 28 遠野　一基 有松　頼枝 小早川芳江 上野　　司 グループ理事 部　員 有松　頼枝

上　城 24 水木　敏博 市尻　夕子 加古山裕香 有松　頼枝 来女木
ひまわり会

〃
〃
〃

秋國　　満 福祉厚生部長 岩見　　宏

土居谷 16 上野　　司 遠野　千春 遠野妃富美 藤田　康子 亀井　　聖 部　員 足助　正子

岩崎　　猛 体育部長 信藤　　清

黄

宍戸城 17 猪掛　生詩 吉川　文子 遠野　聖子 菅原　正義 津山　　寛 部　員 猪掛　生詩

細河内 11 丸山　和輝 丸山千恵美 松浦　直美 倉谷　昌司 原田カラス

〃

〃

〃

猪掛　公詩 丸山冨美子

後岡城 32 菅原　正義 山本　芳枝 菅原　優子 倉谷　元巳 中川　雅彦 青少年育成部長 本多　正樹

日南側 19 倉谷　昌司 藤田　康子 倉谷　元巳 遠野　聖子 猪掛　生詩 部　員 吉川　真治

白

東　城 26 山根　温子 山根　温子 竹内さゆり 清水　成美 小早川　章 部　員 児玉　克恵

上仁王丸 13 塚本　　近
清水真理子

山根　温子 来女木子ども会 児玉　克恵 部　員 杉田　秀平

山　田 5 清水　成美 清水真理子 原田子ども会 杉田　秀平 文化部長 上野　一彦

下仁王丸 14 今田　和哉 山田登志子 竹内さゆり 来原小学校PTA 本多　正樹 部　員 吉岡　　琢

柆原　1 12 佐々木彬聡
田辺　民江

高宮中学校PTA 吉川　真治 環境保全部長 中﨑　克則

柆原　2 5 戸田　敏昭 社会福祉協議会
民生委員協議会 ― 部　員 末田　輝美

来

女

木

紫

茂　谷 36 岡田　雅彦 児玉　成子 信藤　　清 老人会

〃

久保田慧壮 広報部長 山根　温子

仲仙道 17 信藤　　清 足助　正子 小川美恵子 高橋　治喜 出張　金三 部　員 中川　雅彦

後　迫 15 中村　輝之 岩崎　　忍 足助　正子 ＪＡ 中﨑　克則 部　員 川森　博継

行　田 10 南　　忠信 南　　弘子 神楽団

〃

吉岡　　琢 部　員 中土居博臣

茶

宮野・常広 30 上川　真司 丸山冨美子 出張　国子 新庄　勇二 部　員 津山　　寛

宮　迫 25 秋國　　満 小丸　千春 佐々木由香里 伊藤　良治 原田はやし田
保存会 上野　一彦 監　事 荒川　　裕

向　原 27 新庄　勇二 岩岡千代子 丸山冨美子 消防団

〃

中川　雅彦 監　事 伊藤　良治

来女木市 18 伊藤　良治 亀井　幸恵 住吉　主税 事務局 川森　博継

合計 26集落 〃 兼会計 岩見　孝志
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編
集
後
記

　

今
号
の
一
面
を
飾
る
の
は
、消
防
団
の
勇
姿
で
す
。

　

団
員
の
方
々
は
、仕
事
を
持
ち
な
が
ら
も
、訓
練
を
重
ね
、地
域

に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
、
住

民
の
安
心
・
安
全
を
守
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

災
害
が
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
地
震
、
台
風
、
噴
火
、
暴
風

雨
な
ど
、
日
本
の
各
地
で
起
き
る
数
々
の
災
害
を
見
る
と
、
改
め

て
日
本
は
自
然
災
害
の
多
い
国
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
人
的
被
害
や
物
的

被
害
を
軽
減
す
る「
減
災
」に
向
け
て
、
わ
が
家
か
ら
そ
し
て
地
域

か
ら
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

Ａ
・
Ｙ

●
お
太
助
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
役
員
間
の
連
絡
は
、
部
長
会
議
に
て
停

止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
ク
マ
出
没 

注
意
!!
　

最
近
、
来
原
地
域
に
て
ク
マ
の
痕
跡
や
目
撃
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
コ
連
協
等
行
事
予
定

９
月
9
日　

高
宮
中
学
校
ナ
イ
タ
ー
運
動
会

９
月
24
日　

来
原
小
学
校
運
動
会

10
月
７
日　

く
る
は
ら
保
育
園
わ
ん
ぱ
く
運
動
会

10
月
15
日　

敬
老
会

10
月
22
日　

第
35
回
た
か
み
や
大
地
の
祭
り

11
月
中
旬　

福
祉
弁
当
高
齢
者
訪
問

11
月
下
旬　

原
田
神
楽
団
太
刀
納
め
・
原
田
客
祭
り

11
月
23
日　

来
女
木
客
祭
り

コ
連
協
へ
の
篤
志
寄
付
に

　
　
　
　
　
　
　
　
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

岩
﨑　

里
市 

様（
原
田
、95
歳
） 

　

近
代
日
本
画
の
巨
匠
、児

玉
希
望
（
本
名
省
三
）
は
、

明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）

年
七
月
五
日
当
地
（
原
田

簾す
だ
れ

）で
生
ま
れ
た
。

　

絵
馬
「
白
鷹
図
」
の
鷹

は
、外
形
や
羽
の
輪
郭
を
細

線
で
描
き
、そ
の
中
に
白
彩

色
を
重
ね
る
こ
と
で
量
感
を
表
現
し
て
い
る
。
筆
法

は
比
較
的
単
純
で
あ
る
が
、
板
の
柾ま
さ
め目
や
そ
の
地
色

と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
中
で
空
間
的
広
が
り
を
感
じ

さ
せ
る
。

　

こ
の
絵
馬
は
、
昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年
、
希
望

四
十
二
歳
の
と
き
の
作
品
で
あ
る
。
十
三
歳
の
と
き

原
田
・
簾
八
幡
神
社
の
絵
馬「
武
者
図
」と
と
も
に
故

郷
の
神
社
に
奉
納
し
た
も
の
で
、
少
年
期
と
大
成
し

た
後
の
作
品
と
を
対
比
で
き
る
興
味
深
い
資
料
に
も

な
っ
て
い
る
。

　

原
田
八
幡
神
社
は
、「
芸
藩
通
志
」
に
よ
る
と
「
元

和
三（
一
六
八
三
）年
己つ
ち
の

亥と
い

建
」と
あ
る
が
、
創そ
う
し祀
は

も
っ
と
古
く
、
社
家
の
記
録
な
ど
か
ら
、
鎌
倉
時
代

に
遡
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

関
連
神
事
と
し
て
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
「
安
芸
の
は
や
し
田
」（
原
田
は
や
し
田
）
神
事
が

あ
り
、
例
祭（
前
夜
祭
）で
は
、
広
島
県
無
形
民
俗
文

化
財「
原
田
神
楽
」が
奉
納
さ
れ
る
。

　
　

原は
ら
だ田
八は
ち
ま
ん幡
神じ
ん
じ
ゃ社

平
成
十
四
年
三
月
二
十
五
日

　
　
　
　
高
宮
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
高
宮
町
文
化
財
保
護
審
議
会

『
く
る
は
ら
』の
神
社
め
ぐ
り
〈
弐
〉

祭
神　
　

品ほ
ん
だ陀
和わ
け
の気
命
み
こ
と

例
祭　
　

九
月
十
四
日

高
宮
町
重
要
文
化
財　

絵
馬「
白
鷹
図
」児
玉
希
望
作

ハ
ザ

ー
ド

　
 マ

ッ
プ

お
知
ら
せ

来原郵便局

来原小学校

原田八幡神社

県道 下北甲田線
至甲立

64

179

原田八幡神社アクセス


